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杭
列
が
わ
ず
か
に
残
存
す
る

の
ゑ
で
あ
っ
た
。

こ
の
溝
の
西
岸
に
そ
っ
て

南
北
に
築
地
痕
跡
が
２
条
（

の
跨
溌
患
・
畠
韻
）
あ
る
。
こ

の
築
地
よ
り
西
は
こ
れ
に
と

り
つ
い
て
東
西
に
走
る
築
地

が
さ
ら
に
２
条
（
の
シ
お
雪
・

臆
認
）
あ
り
、
大
き
く
３
分

割
さ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も

大
き
い
の
少
冷
認
以
南
の
部

分
は
さ
ら
に
南
北
柵
の
捧
烏

忠
。
お
雪
と
東
西
柵
の
少
畠

麓
な
ど
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
東
西
・
南
北
柵
の
外

方
東
と
北
に
は
小
型
の
柱
穴

が
多
数
密
に
存
在
し
、
十
数

第１表 昭和41年度発掘調査状況
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宮
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昭
和
型
年
度
に
お
け
る
平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
は
第
羽
。
犯
次
（
補
足
調
査
）
・

認
・
弘
。
託
ｌ
鋤
次
の
８
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。

第
羽
・
鋤
（
補
足
調
査
）
・
釣
次
調
査
は
先
年
か
ら
継
続
中
の
宮
域
四
至
を
明
ら

か
に
す
る
調
査
で
あ
り
、
第
詔
。
託
・
犯
次
調
査
で
は
第
２
次
内
裏
と
そ
の
周
辺

を
調
査
し
、
西
方
地
域
の
性
格
を
あ
き
ら
か
に
す
る
調
査
の
一
環
と
し
て
第
師
次

調
査
を
実
施
し
た
。
と
く
に
本
年
度
の
調
査
で
特
筆
す
べ
き
は
、
第
釣
次
調
査
に

よ
っ
て
宮
城
が
従
来
の
推
定
範
囲
よ
り
東
へ
の
び
る
確
証
を
え
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
回
次
、
地
区
名
、
期
間
、
面
積
に
つ
い
て
は
第
１
表
を
参
照
さ

れ
た
い
。第

羽
次
調
査
東
面
南
門
推
定
地

本
次
の
調
査
は
宮
の
東
限
と
東
面
南
門
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
推
定
地
と
西
側
の
地
域
で
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
推
定
し
て
い
た
位

置
で
は
門
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
概
要
を
述
べ
よ
う
。

調
査
地
域
の
東
辺
で
検
出
し
た
東
面
大
垣
の
缶
お
ち
は
、
深
さ
約
弱
皿
の
掘
込

象
地
業
が
残
っ
て
い
る
が
、
門
の
推
定
地
を
わ
ず
か
に
北
に
い
っ
た
地
点
で
終
っ

て
い
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
第
釣
次
調
査
概
要
で
述
べ
る
。
）

大
垣
の
内
側
西
に
走
る
南
北
溝
の
ロ
麗
己
は
、
第
型
次
（
南
地
区
）
調
査
で
検

出
し
た
玉
石
と
杭
の
護
岸
設
備
を
も
つ
溝
の
南
延
長
部
で
あ
る
が
、
本
地
域
で
は

d１．５．２－４１．８．１月
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第
躯
次
補
足
調
査
宮
域
東
南
隅

調
査
地
域
は
特
別
史
跡
指
定
地
の
東
南
隅
に
あ
た
り
、
す
で
に
昨
年
度
報
告
し

た
第
犯
次
調
査
の
際
一
部
掘
り
の
こ
し
た
部
分
で
あ
る
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
、
築
地
２
条
。
柵
４
条
。
建
物
２
棟
・
門
１
棟
・
溝

３
条
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
２
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
期

南
面
大
垣
の
缶
造
呂
陸
は
、
従
来
か
ら
の
推
定
線
上
に
基
底
部
（
幅
２
ｍ
）
と
北

側
雨
落
溝
（
幅
３
ｍ
）
を
検
出
し
た
が
、
東
面
大
垣
は
推
定
位
置
に
痕
跡
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
南
面
大
垣
の
痕
跡
も
、
東
面
大
垣
推
定
線
の
内
側
を

走
る
南
北
溝
の
ロ
置
己
の
西
岸
近
く
で
崩
壊
し
た
状
況
で
途
切
れ
て
い
る
。
南
面

大
垣
と
の
ロ
豊
弓
の
交
点
に
は
暗
渠
の
施
設
は
認
め
ら
れ
な
い
。
大
垣
の
北
約
過

ｍ
の
位
置
に
は
築
地
の
シ
造
９
（
幅
画
・
厨
）
が
平
行
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
基
底

部
は
地
山
を
削
り
残
し
て
お
り
、
旧
地
表
面
よ
り
約
、
叩
の
高
さ
で
残
存
し
て
い

た
が
、
東
方
の
削
平
が
著
し
く
、
東
端
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
築
地
上
で

築
地
の
心
に
柱
筋
を
揃
え
た
棟
門
の
嗣
虐
圏
を
検
出
し
た
。
こ
の
門
は
そ
え
柱
を

も
っ
て
お
り
、
内
側
の
柱
間
寸
法
は
約
３
ｍ
で
あ
る
。
門
の
西
方
に
は
築
地
を
横

断
し
て
大
垣
の
北
側
雨
落
溝
に
注
ぐ
南
北
溝
の
ロ
置
琶
が
あ
り
、
築
地
を
横
断
す

る
部
分
で
は
暗
渠
の
石
組
施
設
が
残
存
し
て
い
る
。

Ｂ
期

南
面
大
垣
の
診
僅
９
国
は
北
側
に
約
３
ｍ
拡
張
さ
れ
、
犬
走
り
に
相
当
す
る
部

分
に
は
礎
石
が
あ
る
。
雨
落
溝
は
小
規
模
な
も
の
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。

大
垣
の
改
修
に
伴
っ
て
北
側
は
築
地
の
少
造
ｇ
を
と
り
の
ぞ
い
て
広
範
囲
に
整

地
さ
れ
、
こ
の
整
地
面
に
建
物
・
炉
を
作
っ
て
い
る
。
建
物
は
礎
石
を
使
っ
た
も

第２表鋪32次補足調査発見遺構

築地

根石2間分､柱間寸法３ｍ,棟方向不朋
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棟
の
建
物
柱
穴
を
ひ
ろ
い
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
る
が
建
物
と
し
て
復
原
的
に
ま
と

め
ら
れ
な
い
も
の
が
極
め
て
多
い
。
柵
の
内
部
に
は
建
物
が
少
な
く
、
の
国
陰
届

・
陰
匡
。
お
合
な
ど
廟
を
も
つ
か
な
り
大
き
い
も
の
が
存
し
て
い
た
。

出
土
遺
物
で
は
土
器
・
瓦
が
主
要
な
も
の
で
、
東
の
の
口
置
ｇ
か
ら
木
簡
が
、

西
南
部
の
の
嵐
臨
思
で
は
土
錘
、
フ
イ
ゴ
の
羽
口
、
鉄
津
が
出
土
し
て
い
る
。

築地

門、そえ柱あり3.0

2.3

3.0
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地
域
の
西
端
に
４
ヵ
所
検
出

多
数
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ル
ツ
ボ
・
フ

外
堀
か
ら
大
量
に
川
土
し
た
帯
金
具
・
工
具
・
飾
り
金
具
な
ど
と
同
様
な
も
の
左

の
で
あ
り
、
根
石
が
残
存
し
て
い
る
。
炉
跡
を
発
掘

し
た
。
い
ず
れ
も
盤
地
層
に
掘
り
込
ん
だ
穴
の
底
部

を
う
け
た
形
跡
が
あ
る
。

が
多
い
の
で
、
付
近
に
式
部

砧
は
、
第
弛
次
調
査
の
際
に

出
土
遺
物
は
、

昭
和
型
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

士
器
・
瓦
。
木
簡
・
金
属
器
・
木
製
品
な
ど
で
あ
る
。

鋪２図板ぐ象暗渠末端部

3７

木
簡
は
南
面
大
垣
の
雨
落
溝
か
ら
１
万
点
以
上
出
土

に
報
告
す
る
よ
う
に
、
人
蛎
考
課
に
関
係
し
た
も
の

省
関
係
の
建
物
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
金
屈
製

イ
ゴ
の
羽
口
・
釧
津
な
ど
の

出
土
も
多
く
、
炉
跡
の
存
在

と
考
え
あ
わ
せ
て
、
こ
の
区

域
に
鋳
造
関
係
の
工
房
が
あ

っ
た
こ
と
は
う
た
が
い
な

い
Ｏ

今
向
の
調
査
の
結
果
、
大

垣
の
少
瞳
呂
醇
と
第
犯
次
調

査
で
検
出
し
た
築
地
の
疹
乞

＆
と
の
心
々
距
離
が
忠
．
函
、

あ
る
の
で
、
二
条
大
路
の
幅

は
平
淡
京
よ
り
５
尺
広
い
灯

丈
５
尺
と
い
う
数
値
に
な

る
。

し
た
。
木
簡
の
な
か
に
は
別

の
象
が
残
存
し
、
強
い
火
熱

と
く
に

第
詔
次
調
査
第
２
次
内
裏
外
郭
東
部

第
２
次
内
裏
は
築
地
同
廊
と
築
地
で
内
外
二
重
に
外
周
を
面
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
東
面
築
地
回
廊
の
東
、
外
郭
築
地
と
の
間
の
細
長
い
地
区
で
、
第
邪
次
調
査
の

隣
接
地
域
を
今
回
発
掘
し
た
。

検
川
し
た
お
も
な
遺
構
は
礎
石
建
物
２
棟
、
掘
立
柱
建
物
叩
棟
、
築
地
２
条
、

柵
５
条
、
溝
４
条
、
玉
石
敷
舗
道
１
条
、
井
戸
１
基
な
ど
で
あ
る
。
遺
構
の
造
営

は
配
置
状
況
や
柱
穴
の
重
複
状
況
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
２

次
内
裏
関
係
の
遺
椛
は
妓
初
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
も
つ
と
も
整
備
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

調
査
地
域
の
東
端
で
内
裏
外
郭
築
地
の
衿
弓
、
を
検
出
し
た
。
南
端
で
は
、
こ

の
築
地
と
内
郭
築
地
回
廊
の
間
を
つ
な
ぎ
、
こ
の
地
区
の
南
部
を
限
る
形
の
築
地

、 ユ０ 獣）Ⅵ
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の
位
置
に
推
定
さ
れ
る
宮
北
大
垣
は
削
平
さ
れ
て
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

第
拓
次
調
査
第
２
次
内
裏
北
地
域

第
２
次
内
裏
地
域
の
調
査
の
一
環
と
し
て
内
郭
北
半
中
央
部
で
実
施
し
た
。

発
掘
区
の
南
半
中
央
部
・
内
裏
中
軸
線
上
（
以
下
中
軸
線
と
記
す
）
で
は
遺
構
が

著
し
く
重
複
し
て
検
出
さ
れ
、
主
要
部
分
は
少
な
く
と
も
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
期
の

建
て
か
え
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

Ａ
期

獄

Ｓｍ 判
一

の
少
侮
ｇ
が
あ
る
。
こ
の
築
地
の
東
よ
り
に
門
の
国
怠
韻
が
あ
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
２
条
の
築
地
の
接
続
点
の
南
に
礎
石
建
物
の
国
這
忌
が
あ
り
、
角
楼
か
も
し
れ

な
い
。
築
地
の
衿
億
ｓ
の
北
側
溝
は
外
郭
築
地
下
で
は
玉
石
積
暗
渠
と
な
り
、
全

面
に
凝
灰
岩
据
付
痕
跡
が
あ
っ
て
、
底
・
側
に
は
凝
灰
岩
切
石
を
使
用
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
西
部
で
は
北
へ
屈
折
し
、
内
郭
築
地
回
廊
下
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の

部
分
で
幅
Ｐ
ｍ
ｍ
の
板
ぐ
み
暗
渠
の
末
端
が
染
え
て
い
る
（
第
２
図
）
。
こ
の
位
置
は

内
裏
内
郭
築
地
回
廊
東
南
隅
に
あ
た
り
、
こ
の
溝
は
内
郭
内
の
排
水
溝
に
も
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
築
地
と
回
廊
に
か
こ
ま
れ
た
地
域
で
は
３
棟
の
建
物
を
検
出
し
た
。

南
北
棟
東
西
廟
つ
き
建
物
の
嗣
缶
ｇ
は
外
郭
築
地
の
西
約
６
ｍ
に
平
行
し
、
南

５
間
分
を
検
出
し
た
。
柱
間
は
吟
菌
、
あ
っ
て
、
か
な
り
広
い
。
そ
の
西
に
は
幅

４
ｍ
の
玉
石
敷
の
舗
道
の
滅
信
鴎
が
あ
り
、
そ
れ
を
へ
だ
て
て
桁
行
９
間
の
同
規

模
を
も
つ
２
棟
の
南
北
棟
の
画
烏
ｇ
と
爵
ざ
が
あ
る
。
こ
の
２
棟
に
重
複
し
て
検

出
し
た
の
嗣
誤
ｇ
と
倫
弓
は
第
２
次
内
裏
造
営
当
初
の
も
の
で
な
い
。

の
少
ご
可
の
西
の
井
戸
の
同
怠
巴
は
平
安
時
代
の
も
の
だ
が
、
井
戸
枠
は
垂
木

や
床
板
の
転
用
材
で
あ
っ
た
。

出
土
遺
物
で
顕
著
な
も
の
に
は
、
玉
石
敷
舗
道
の
〆
信
閉
上
で
検
出
し
た
三
彩

軸
杯
（
復
原
径
訓
叩
）
が
あ
り
、
東
西
築
地
の
津
信
ざ
の
両
側
で
は
軒
丸
瓦
（
＄
屋
）

・
軒
平
瓦
（
３
段
ｇ
が
交
互
に
並
ん
で
屋
根
か
ら
ず
り
落
ち
た
か
た
ち
で
発
見

さ
れ
た
。第

拠
次
調
査
宮
域
北
部

宮
の
北
縁
中
央
西
よ
り
の
御
前
池
に
隣
接
す
る
民
有
地
で
第
弘
次
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
溝
、
井
戸
を
検
出
し
た
が
す
べ
て
平
城
宮
以
降
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

Ｎ
ｌ
Ｏ
凪
叩
、
【

？ 1りA１角nＭ
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届
、
左
右
に
の
、
怠
弓
。
怠
琶
が
配
さ
れ
、
さ
ら
に
背
後
に
対
称
に
①
国
ミ
ご
と

令
呂
が
あ
る
。
こ
の
一
群
の
建
物
を
大
き
く
と
り
か
こ
む
形
勢
で
柵
の
シ
ミ
ｇ
と

亀
臼
が
あ
り
、
そ
の
北
に
中
軸
線
か
ら
左
右
対
称
に
①
国
境
ｇ
と
つ
＄
が
あ
る
。

以
上
の
成
果
を
第
３
．
６
．
９
・
廻
次
の
内
裏
内
郭
の
調
査
と
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、
Ｂ
期
の
一
群
は
、
建
物
配
置
、
加
尺
方
眼
に
よ
る
計
画
性
な
ど
か
ら
、
内

異
正
殿
の
嗣
禽
○
少
や
掘
立
柱
回
廊
の
○
画
亀
。
画
鯉
な
ど
第
２
次
内
一
異
創
設
当
初

の
も
の
と
同
一
計
画
で
造
営
さ
れ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。

Ｃ
期
の
の
国
富
ｇ
と
の
国
農
呂
が
な
ら
ぶ
状
況
は
、
内
裏
正
殿
の
嗣
浅
ｏ
陸
が

同
Ｂ
に
改
め
ら
れ
、
南
に
ｍ
国
腫
『
が
軒
を
接
し
て
な
ら
ぶ
配
置
に
似
て
お
り
、

同
一
期
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
に
は
内
裏
正
殿
一
郭
を
か
こ
む
掘

立
柱
回
廊
は
廃
さ
れ
た
と
ふ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
第
２
次
内
裏
内
部
で
は
大
き
く

２
度
の
造
営
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
平
安
宮
内
裏
の
建
物
の
配
置
と
比
較
す
れ
ば
、
Ｂ
期
の
の
嗣
合
ｇ
と

Ｃ
期
の
の
団
合
ｇ
は
仁
寿
殿
、
Ｂ
期
の
の
国
ミ
ら
は
承
香
殿
、
Ｂ
期
の
の
園
ｇ
ｏ
．

Ｃ
期
の
の
団
急
ざ
は
綾
締
殿
、
Ｂ
期
の
の
国
怠
ｇ
と
Ｃ
期
の
の
嗣
怠
ｇ
は
清
涼
殿

の
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置
に
あ
た
る
。
平
安
宮
内
一
装
中
軸
線
上
北
部
に
た
つ
常
寧
殿
と

貞
観
殿
に
ほ
ぼ
あ
た
る
位
置
に
は
、
建
物
は
な
い
。

進
物
は
他
の
内
裏
内
郭
内
の
調
査
次
と
同
様
、
瓦
類
以
外
に
著
し
い
も
の
は
な

く
、
軒
瓦
に
＄
扇
１
３
忠
・
急
霊
型
式
の
小
型
の
一
組
と
＄
旨
１
３
塵
の
一
組
が

多
い
の
も
似
た
状
態
で
あ
っ
た
。

第
羽
次
調
査
宮
域
西
部

調
査
は
第
１
次
内
裏
。
朝
堂
院
地
区
以
西
の
部
分
の
ほ
ぼ
中
央
北
よ
り
で
実
施

し
た
。
検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
、
建
物
３
棟
、
柵
３
条
、
溝
２
条
、
橋
１
基
、

こ
の
期
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
発
掘
区
南
寄
り
の
中
軸
線
上
に
た
つ
東
西

棟
掘
立
柱
建
物
の
国
ミ
ｇ
の
み
が
あ
る
。
こ
の
建
物
は
柱
間
３
ｍ
で
７
間
×
３
間

の
身
舎
の
４
面
に
、
南
と
北
は
柱
間
い
ふ
、
、
束
と
西
は
吟
・
軌
ｍ
の
廟
が
つ
き
、
さ

ら
に
東
西
に
柱
間
Ｐ
四
ｍ
の
孫
湘
が
あ
る
も
の
と
染
な
し
う
る
状
況
で
柱
穴
を
検

出
し
た
。

Ｂ
期

整
然
と
し
た
計
画
で
建
物
が
た
ち
な
ら
ん
だ
時
期
で
あ
る
。
中
軸
線
上
に
東
西

棟
建
物
の
国
ミ
＆
が
あ
り
、
そ
の
前
面
左
右
に
対
称
に
の
国
９
つ
と
の
国
急
ぎ
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
の
国
ミ
ｇ
の
背
後
に
は
柱
通
り
を
そ
ろ
え
て
東
西
棟
建
物
の

画
合
己
が
並
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
群
に
対
し
て
、
の
国
怠
ｇ
北
妻
柱
に

発
す
る
柵
列
の
シ
浅
宕
が
北
に
⑫
間
の
び
て
東
折
し
、
柵
の
倭
農
畠
と
な
っ
て
、

大
き
く
建
物
群
を
と
り
か
』
」
む
形
勢
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
建
物
や
柵
の
柱
穴

は
加
尺
方
眼
上
に
整
然
と
配
瞳
し
て
あ
る
。
柵
の
北
方
で
は
、
玉
石
溝
の
ロ
合
き

が
内
裏
内
郭
北
面
築
地
回
廊
の
○
つ
ぎ
の
雨
落
溝
か
ら
の
水
を
斜
め
に
導
い
て
、

凝
灰
岩
組
み
の
水
だ
め
の
〆
亀
ｇ
に
い
た
り
、
さ
ら
に
そ
の
排
水
溝
が
の
、
亀
弓

の
南
雨
落
瀧
に
通
じ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
は
後
半
に
中
央
の
の
国
合
ｇ
が
ほ
ぼ
同
規
模
で
北
東
に
ず
れ
た
位

置
に
の
国
合
Ｅ
と
し
て
た
て
か
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
と
柱
通
り
を
一
致
さ
せ
て

柵
の
北
方
に
も
の
園
院
８
．
つ
霞
・
ミ
ｇ
の
３
棟
の
東
西
棟
建
物
が
た
ち
な
ら
ぶ
。

そ
の
他
の
建
物
は
同
時
に
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
期

こ
の
期
に
な
る
と
、
建
物
は
全
面
的
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
中
軸
線
上
の

国
亀
ｇ
の
位
置
に
中
心
に
な
る
の
ロ
ミ
急
が
あ
り
、
そ
の
前
後
に
の
圃
崖
ｇ
と
合
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牒
敷
舗
道
１
条
、
井
戸
１

基
な
ど
で
あ
る
。

東
西
に
長
い
発
掘
地
域

の
南
半
で
は
、
溝
や
柵
な

ど
宮
の
内
部
を
さ
ら
に
区

画
す
る
遺
構
を
軍
復
し
て

検
出
し
た
。
併
行
し
て
走

る
溝
の
ロ
留
曾
や
柵
の
少

ｇ
ざ
・
閉
ら
・
忠
ｇ
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
溝

や
柵
の
存
在
か
ら
こ
の
地

域
が
継
続
し
て
宮
内
区
画

線
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
北
半
に
は
小

数
の
建
物
。
井
戸
な
ど
の

遺
構
が
あ
っ
た
。
も
っ
と

も
顕
著
な
東
よ
り
の
の
国

麗
ｇ
は
南
北
棟
東
西
順
つ

き
礎
石
建
物
で
、
建
物
全

面
を
掘
り
こ
ま
ず
に
柱
列

部
分
の
み
を
溝
状
に
掘
っ

て
地
が
た
め
を
す
る
い
わ

ゆ
る
布
掘
地
業
を
し
て
い

北
地
区

中
央
の
築
地
以
北
の
地
区
は
、
第
班

次
調
査
で
あ
き
ら
か
に
し
た
築
地
ま
た

は
柵
で
外
周
を
画
さ
れ
る
官
簡
の
一
区

画
の
南
西
部
四
分
の
一
ほ
ど
に
あ
た

る
。
こ
こ
で
は
第
創
次
調
査
で
Ａ
ｌ
Ｅ

の
５
期
の
造
営
が
み
と
め
ら
れ
、
今
回

の
南
西
部
の
調
査
で
は
そ
の
う
ち
の
Ｂ

Ｉ
Ｅ
期
に
属
す
る
遺
構
を
検
出
し
た
。

Ｂ
・
Ｃ
期
に
属
す
る
遺
構
は
す
で
に

第
幻
次
調
査
で
検
出
し
た
も
の
の
延
長

空ｎＡﾛ
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る
。
北
部
は
調
査
地
外
に
の
び
て
い
る
が
、
桁
行
加
間
分
ま
で
を
確
認
し
た
。
こ

の
建
物
は
の
捧
留
ざ
と
柱
通
り
が
一
致
し
て
お
り
、
同
計
画
で
造
営
さ
れ
た
も
の

と
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
掘
立
柱
建
物
の
国
認
ざ
や
留
呂
は
柱
穴
も
小
さ
く
、

不
揃
い
な
も
の
で
あ
る
。
井
戸
の
画
麗
呂
は
奈
良
時
代
末
か
平
安
時
代
初
期
の
も

の
で
あ
る
。

遺
物
の
出
土
も
す
ぐ
な
く
、
た
だ
建
物
の
園
困
ｇ
の
周
囲
で
は
藤
原
宮
所
用
瓦

と
同
施
の
急
造
型
式
と
、
通
称
興
福
寺
式
と
同
系
統
の
軒
瓦
１
組
（
ｇ
Ｓ
ｌ
ｇ
ご
）

の
出
土
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

第
洲
次
調
査
宮
域
東
部

調
査
地
域
は
第
２
次
内
裏
外
郭
外
の
東
に
あ
た
り
、
后
留
年
年
報
で
報
告
し
た

第
釦
次
調
査
地
域
の
南
に
接
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
中
央
を
東
西
に
走
る
築
地

に
よ
っ
て
大
き
く
南
北
の
両
地
区
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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南
の
掘
立
柱
建
物
の

、
麗
設
は
、
南
北
２

面
に
廟
が
つ
き
、
南

の
側
柱
列
は
築
地
の

シ
喝
念
上
に
あ
る
。

Ｅ
期
に
属
す
る
南
北

棟
の
画
忠
紹
も
第
型

次
調
査
で
北
部
を
検

部
分
で
あ
る
。
Ｄ
期
に
は
南
北
に
平
行
す
る
２
棟
の
東
西
棟
建
物
の
嗣
鵠
ｇ
と
の

国
鵠
訊
が
あ
る
。
建
物
の
団
湧
ｓ
は
南
北
に
卿
が
つ
き
、
身
舎
内
部
に
は
付
属
施

設
の
柱
穴
と
考
え
ら
れ
る
小
柱
穴
列
が
あ
る
。
こ
の
建
物
は
は
じ
め
掘
立
柱
建
物

だ
っ
た
が
、
の
ち
に
礎
石
に
し
か
え
た
ら
し
く
、
そ
の
根
石
が
掘
立
柱
柱
穴
に
重
複

し
て
残
っ
て
い
る
。
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噂
の
雨
落
溝
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
東
階
段
の
前
面
に
は
噂
敷
の
舗
道
が
Ｔ
字
形
に

設
け
ら
れ
て
い
る
。
基
壇
の
東
』
面
、
と
南
階
段
前
に
は
絃
底
部
を
螺
積
に
し
た
土

塀
が
あ
る
。
Ｔ
字
形
の
坤
敷
舗
道
の
突
出
位
置
に
あ
た
る
東
土
塀
の
中
央
１
間
分

は
門
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
目
隠
し
風
の
機
能
を
は
た
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
画
ら
ｇ
の
西
南
に
接
す
る
南
北
棟
の
国
境
ｇ
は
博
職
基
壇
を
も
つ
礎
石
建
物

で
あ
り
、
の
国
ら
ｇ
と
接
す
る
雅
壇
の
東
北
隅
は
斜
め
に
切
ら
れ
て
い
る
。
の
、

お
ｇ
の
東
南
に
接
し
て
建
つ
博
積
基
壇
建
物
の
嗣
院
ｇ
は
後
世
の
削
平
が
は
な
は

だ
し
く
、
柱
痕
跡
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
礎
石
建
物
で
あ
ろ
う
。
建
物
南
辺

は
調
査
地
域
外
に
あ
る
。
こ
の
建
物
の
北
２
カ
所
に
階
段
が
あ
り
、
西
よ
り
の
階

段
は
の
画
乞
ｇ
の
東
面
の
噂
敷
舗
道
に
面
し
、
東
よ
り
の
階
段
の
前
面
は
広
い
玉

石
敷
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
玉
石
敷
の
〆
乞
急
の
北
、
の
国
ら
ｇ
の
東
に
あ
る
南

北
棟
の
圃
崖
臼
は
掘
立
柱
建
物
で
、
削
平
が
著
し
い
が
、
博
積
の
痕
跡
が
あ
り
、

埋
積
基
壇
を
も
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
画
乞
ｇ
の
西
と
北
に
は
、
築
地
の
シ
喝
急
と
忠
ら
を
利
用
し
た
築
地
片
府
廊

５Ａ･1８８６

4１

出
し
た
も
の
で
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
桁
行
７
間
と
判
明
し
た
。
こ
の
建
物
の
身
舎

内
部
の
南
北
両
端
に
は
、
桁
行
梁
行
と
も
に
３
間
の
内
部
施
設
の
小
柱
穴
が
あ
る
。

南
地
隠

こ
の
地
区
は
、
東
・
西
・
北
の
３
面
が
築
地
で
画
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
博
菰
基

壇
建
物
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
埠
積
韮
壇
建
物
は
４
棟
あ
り
、
北
の
東
西
棟
の
画

乞
ｇ
は
復
原
高
。
・
爵
の
噂
積
基
壇
を
も
つ
州
立
柱
建
物
で
、
南
北
２
面
に
脈
を

も
つ
。
雄
壇
の
西
南
隅
は
１
間
分
切
り
欠
か
れ
て
お
り
、
そ
の
位
置
に
存
す
べ
き

南
側
柱
西
第
１
柱
は
な
い
。
基
晦
の
東
に
２
カ
所
、
南
と
西
に
各
１
カ
所
、
３
級

４
段
の
博
積
の
階
段
（
幅
３
ｍ
、
長
さ
Ｆ
］
、
）
が
あ
る
。
基
壇
の
周
囲
に
は
玉
石
と

０．
１０Ｌﾑ凸ﾛQも

S、釜８６２
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て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
。
の
ロ
臼
忌
は
素
掘
り
で
、
護
狸

ヂ

岸
施
設
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

東
一
坊
大
路
は

路
面
幅
約
犯
ｍ
で

東
西
両
側
に
側
溝

の
の
ロ
乞
臼
と
の

ｐ
ｇ
ｇ
が
走
っ
て

い
る
。条

間
大
路
と
東

一
坊
大
路
が
Ｌ
字

形
に
接
す
る
地
点

の
北
に
基
壇
建
物

の
Ｂ
ｇ
ｇ
を
検
出

し
た
。
束
一
坊
大

路
は
こ
の
建
物
で

さ
え
ぎ
ら
れ
て
、

北
へ
延
び
な
い
こ

と
に
な
る
。
こ
の

の
国
９
８
は
西
半

部
が
大
き
く
破
壊

さ
れ
て
お
り
、
こ

の
部
分
で
転
倒
し

た
礎
石
を
２
個
検

第８図第２９．３９次調査地域実測図

の
○
岳
呂
と
茂
呂
が
あ
り
、
床
面
に
は
嫁
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。
な
お
、
北
面
築
地

の
少
喝
怠
の
西
端
に
近
く
門
が
ひ
ら
い
て
い
る
。
の
国
乞
呂
の
北
雨
落
溝
は
東
へ

流
れ
て
玉
石
溝
の
口
髭
臼
に
な
り
、
調
査
地
域
東
端
付
近
で
南
折
し
（
の
Ｅ
忠
ｅ
、

さ
ら
に
発
掘
地
域
外
に
の
び
て
い
る
。
玉
石
溝
の
ロ
崖
呂
の
東
側
に
そ
っ
て
築
地

の
痕
跡
が
あ
っ
た
。

こ
の
一
群
の
噂
積
基
壇
建
物
が
造
営
さ
れ
る
以
前
の
遺
椛
と
し
て
は
東
西
冊
の

捧
浅
認
、
掘
立
柱
建
物
の
、
院
弓
・
崖
ｇ
が
あ
る
。

出
土
遺
物
に
は
瓦
・
嬉
・
土
器
が
あ
り
、
軒
瓦
の
大
部
分
は
、
軒
丸
瓦
臼
窃
型

式
と
軒
平
瓦
忠
路
型
式
の
組
合
せ
で
あ
る
（
節
６
凶
）
。
な
お
第
如
次
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
こ
の
南
地
区
は
東
西
閲
、
、
南
北
別
ｍ
の
築
地
に
か
こ
ま
れ
た
一
郭
の

北
半
に
あ
た
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
羽
次
調
査
東
面
南
門
推
定
地
東
側

第
羽
次
調
査
地
域
の
東
隣
り
の
地
域
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
、
基
壇
建
物
１
棟
・
掘
立
柱
建
物
加
棟
・
築
地
３
条

・
柵
９
条
・
溝
超
条
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
は
、
平
城
宮
東
面
の
大
垣
に
沿
っ
た
東
一
坊
大
路
と
束
面

南
門
か
ら
東
に
延
び
る
一
・
二
条
間
の
条
間
大
路
と
が
Ｔ
字
形
に
交
差
す
る
地
点

と
推
定
し
て
い
た
睦
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
東
一
坊
大
路

は
、
条
間
大
路
と
Ｌ
字
形
に
接
続
し
そ
れ
以
北
に
は
延
長
せ
ず
、
そ
の
接
続
点
に

南
面
す
る
門
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
宮
域
は
、
第
羽
次
調
査
で

検
出
し
た
東
面
大
垣
の
途
切
れ
る
地
点
か
ら
東
方
に
張
り
出
す
こ
と
に
な
る
。

条
間
大
路
は
路
面
幅
約
妬
ｍ
で
、
そ
の
南
北
に
沿
っ
て
側
溝
と
ふ
ら
れ
る
東
西

溝
の
ロ
留
呂
と
、
ロ
留
置
が
あ
る
。
の
ｐ
ｇ
ｇ
は
側
壁
に
玉
石
を
乱
石
積
承
に
し



束
一
坊
大
路

出
し
た
。
東
半
部
で
も
一
部
に
韮
壇
盛
土
と
礎
石
据
付
け
の
痕
跡
が
あ
る
の
み
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
韮
嘘
盛
土
は
ほ
と
ん
ど
削
り
と
ら
れ
、
礎
石
位
置
も
不
明

確
で
、
建
物
規
模
を
確
実
に
知
り
え
な
い
が
、
礎
石
の
転
倒
状
況
や
残
存
部
分
か

ら
、
ほ
ぼ
束
一
坊
大
路
の
路
而
幅
い
つ
ぱ
い
に
造
ら
れ
た
建
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の

北
側
で
検
出
し
た
凝
灰
岩
列
も
こ
の
の
国
ｇ
ｇ
の
付
属
施
設
の
一
部
と
推
定
し
て

い
る
。こ

の
の
国
ｇ
ｇ
に
は
、
の
ち
に
述
べ
る
東
西
柵
の
跨
呂
己
が
と
り
つ
く
形
に
な

っ
て
い
る
こ
と
や
、
大
路
の
接
続
点
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
一
坊
大
路
の
突
き
あ

た
り
に
南
而
し
て
た
つ
門
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
南
に
あ
る
土
城
の
丙
日
置
か
ら

多
並
の
桧
皮
の
断
片
や
手
斧
に
よ
る
用
材
の
削
り
く
ず
な
ど
と
と
も
に
「
作
門
所
」

の
文
字
を
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
こ
の
推
定
を
袈
灘
き
す
る
も
の
と

隠
熟
漁
醗
認
設
献

第９図束而大垣屈曲部模式図
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と
こ
ろ
で
東
一
坊
大
路
の
西
側
溝
の
ロ
乞
望
は
、
こ
の
の
国
９
９
の
西
側
付
近

で
後
に
埋
め
た
て
ら
れ
、
あ
た
ら
し
く
西
に
迂
回
さ
せ
て
い
る
（
の
ロ
日
ｇ
）
。
し

か
し
、
こ
の
迂
回
溝
は
そ
の
角
度
が
急
な
た
め
か
、
間
も
な
く
ゆ
る
や
か
な
の
ｐ

ｇ
ｇ
に
改
修
し
、
の
国
９
９
の
南
約
妬
ｍ
の
地
点
で
も
と
の
の
ロ
乞
臼
に
合
流
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
の
ｐ
ｇ
ｇ
は
、
発
掘
区
北
端
か
ら
約
加
ｍ
の
間
で
は

溝
底
に
径
加
、
く
釦
皿
大
の
自
然
石
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
迂
回
溝
の
ロ

日
ｇ
は
の
国
９
ｓ
の
造
営
に
と
も
な
っ
て
設
け
ら
れ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

な
お
決
し
難
い
。
し
か
し
、
の
国
９
８
の
造
営
年
代
推
定
に
は
こ
れ
ら
の
溝
の
存

統
年
代
が
問
題
に
な
る
。
出
土
し
た
木
簡
の
年
紀
は
ｍ
ｏ
乞
臼
で
は
「
養
老
」
「

神
勉
」
で
あ
り
、
の
ロ
臼
ｇ
で
は
「
神
亀
」
「
天
平
勝
宝
」
「
天
平
宝
字
」
で
あ

っ
て
、
の
ロ
臼
ｇ
の
上
限
を
神
旭
年
間
に
お
さ
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
土
器
な
ど
の
出
土
遺
物
の
今
後
の
検
討
を
ま
ち
た
い
。

条
間
大
路
の
北
で
は
、
約
加
ｍ
の
位
置
に
平
行
し
て
、
東
西
方
向
の
築
地
の
シ

ｇ
訊
と
柵
の
シ
ｇ
己
を
検
出
し
た
。
両
者
の
前
後
関
係
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
こ
の
種
の
区
両
を
限
る
機
能
を
も
つ
描
築
物
の
存
在
や
門
の
園
９
８
の
存
在

か
ら
、
・
宮
が
こ
の
部
分
で
東
へ
張
り
出
し
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
た
か
い
。
こ

の
張
り
出
し
た
宮
域
内
に
は
、
柵
の
北
に
倉
庫
ふ
う
の
東
西
棟
建
物
の
画
巴
麗
が

あ
る
。発

掘
地
の
東
南
部
で
は
、
東
一
坊
大
路
東
側
溝
と
条
間
大
路
南
側
溝
に
沿
っ
て

地
山
を
け
ず
り
だ
し
た
基
部
を
も
つ
築
地
の
少
日
高
と
の
シ
望
認
を
検
出
し
た
。

こ
の
築
地
は
左
京
二
条
二
坊
三
坪
の
西
北
隅
を
か
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
築
地

と
第
羽
次
調
査
の
成
果
と
を
綜
合
す
る
と
、
東
一
坊
大
路
の
幅
は
築
地
心
を
距
離

ｌ桁行|梁行
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で
約
錨
、
あ
り
、
濡
地
は
約
加
ｍ
の
幅
を
も

つ
。
条
間
大
路
は
ｍ
シ
ｇ
認
の
南
端
が
明
確

で
な
い
が
、
こ
の
延
長
上
の
柵
の
跨
巴
己
と

の
シ
臼
忌
の
中
心
の
間
の
距
離
が
や
は
り
約

那
、
（
廻
丈
）
あ
る
。
濡
地
は
や
や
広
く
、

約
ｎ
ｍ
の
幅
を
も
つ
。

こ
の
地
域
で
検
出
し
た
建
物
は
、
の
国
望

陰
画
・
の
園
、
］
吟
や
・
の
国
、
胃
、
つ
・
の
国
臼
臼
の

４
棟
で
、
順
次
に
建
て
か
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
築
地
と
同
様
に
こ
の
地
域
の
西
北

隅
を
か
ぎ
る
よ
う
に
検
出
さ
れ
た
溝
の
ロ
日

ざ
・
臼
国
は
南
で
西
に
折
れ
、
東
一
坊
大
路

を
横
断
し
て
の
己
ら
臼
に
そ
そ
い
で
い
る
。

横
断
部
は
木
樋
の
ロ
乞
呂
を
ふ
せ
て
暗
渠
と

し
て
い
る
。

出
土
遺
物
と
し
て
は
、
多
量
の
土
器
片
、

瓦
片
が
見
ら
れ
、
他
に
木
簡
・
木
製
品
・
金

属
製
州
な
ど
が
出
土
し
た
。
特
殊
な
も
の
と

し
て
は
緑
粕
簿
。
砥
石
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
発
掘
区
の
ほ
ぼ
中
央
で
検
出
し
た

古
墳
時
代
の
溝
の
ロ
乞
紹
か
ら
は
、
五
世
紀

初
頭
の
多
量
の
土
器
・
埴
輪
片
と
木
製
品
が

出
土
し
た
。

(2)

築地

北廟

|鋤巡柵|柱'制|桁柱燃法行|備考
ＡｌＳＡ４３４０

柱間寸法(胴）

雛雛
柱間寸法 附考造祇｜柱憤備考避椛｜柱間

Ｓ Ｂ ４ ３ ７ ２ １ ３ × ２ １ ２ ． １ １ １ ． ９

4４

|桁行｜梁行|桁行|梁行’

誰識ﾄ蕊‘|銘|謡

西隔

西踊

而川:漁:|雌’２．｜率

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

ＳＢ４４１４１７間×４１間

(1)

ＳＢ４３４８１１ｘ１５．８３．５

東|隠駕;|鰐lL0(28)'２ヨ

窯蹴'3鮒,|諾｜詔

鵬||窯綴｜：竃｜菱｜菱

i衝lcl窯駕|鰯｜謡｜蟹

諾淵：竃｜器胤2)|北臓

定ＤＳＡ433223以上

ＳＡ435321以上

地ＳＡ４３６０１４以上
ＳＢ４３７４４×２２．１(3.0）２．５南廟

ＳＢ４４１３８×４２．５２．５南購

ＳＢ４４６４５×３２．４２．５(3.0)西廟

ＳＢ４４９４５×３２．３(3.8）２．１北蝋

ＳＢ４５１４３以上×２２．４２．５

ＳＢ４５２７５×？２．４？

１
１宮
城
東

部
北
地
区
Ｉ

１
１宮域
東
部
南

地
区

Ｂ
ｃ
Ｄ
Ｅ
ｌ
Ｉ
Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｆ
‐
‐

ＳＡ２７４６

ＳＡ２７４７

ＳＡ２９４０

ＳＢ２８４０

ＳＢ４９１０

ＳＢ２８５５

ＳＢ２８６２

ＳＢ４９１１

ＳＢ４９１５

ＳＢ２９３２

ＳＢ４９Ｏ５

ＳＢ４９２０

ＳＢ４９０１

ＳＢ４８６０

ＳＢ４８７０

ＳＤ４８５０

ＳＤ４８５１

ＳＡ４８５４

ＳＢ４８５５

ＳＢ４８６１

ＳＥ４８６６

ＳＢ４８７５

ＳＡ４８７６

ＳＢ４８８０

ＳＡ４８８５

ＳＡ４８８６

ＳＢ４８８８

ＳＢ４８９０

ＳＣ４８９５

ＳＣ４８９６

ＳＸ４８９９

ＳＢ４９００

ＳＸ４９０４

ＳＸ４９０６

ＳＢ４９０９

ＳＢ４８６５

1７

上
２
２
４
４
１
２
３
２
２
２

以
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

鴎
７
４
５
５
３
３
７
４
３
３

５×２

２×２

5以上

８×２

３×２

1５

5以上×２

６×１

１０×１

６×４

１×１

６
８
０
０
０
０
５
３
０
６
６
７

●
●
■
■
●
●
●
。
●
■
。
●

２
．
』
３
３
３
３
１
２
３
２
１
１

６
４
４
８
９
８
８
４
０
０
８
石

◆
●

●
●
●

●
●

●
■
□

●

２
２
２
１
２
２
２
２
３
３
２
７

０
７
４
８
４
０
０
６
０
３

■
■
●
●
●
。
▼
ｂ
●
●

３
２
２
２
１
２
３
２
２
２

４
６
０
０
５
０
０
、
２

■
●

●
●

◆
●
●

ワ
】
ワ
】
ワ
“
、
。
ワ
ニ
叩
ｏ
ｎ
。
、
。
く
り

築地

南北廟

南北廟

東照

玉石満

玉石・坤溝

玉石井戸

坤積基鯉

土塀

土塀

門

鯉積基壇

片蛎廊

片踊廊

坤敷舗道

:噂積基壇

噂扱舗道

玉石敷

門



束ｌｌＳＢ４３００１５以上×４１４．５１．１．５１南北蝋
北ＳＢ４８００９×４３．０２．９４面卿

地c:蝋￥竃：：：Ⅲ櫛廟
域ＳＢ４６７０５×２３．０乱０

(5) (3)

雛lBl鞠:|矧巽|::|難函”

蹄|遺椛｜柱~雨

ＳＢ４２７０１５×２１２．７１２．９

柱間寸法

鮒’ 柱間寸法(賭)，
滞干議苧lＭｌ 考 遺櫛｜柱間 附考

ＤｌＳＢ３４３０１５×２１２．６１２.Ｇ

JⅥｉ～』‘』｜,~‘．‘~‘｜桁行梁行｜’"，、マ

AlSB‘170.,糾劉‘而噸
ＢＳＢ２６０７×４３．０３．０東西順

ＳＢ４６６０７？×４３．０３．０東西廟
ＳＡ４６９０１２３．０

ＡｌＳＡ７０５１２１以上’３．０ 築地昭
和
“
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

ＳＢ３４８０１５×２１３．０１３．０

ＳＢ３５００１５×２１３．０１３．０

ＳＢ３５３０１９×２１３．０’３．０
ＳＡ４６９１１５１３．０

第ｌｌＳＢ４２１５１１×１１３．０１３．０１礎石

ＳＢ４２５５２×２２．５２.O

SB34605×４２７；:：’1而卿
ＳＢ３４６５３×２２．６１．２

２Ｓ Ａ4230築地

次ＳＢ４２３５１×１２．８１．１ｉｍｌ
Ｓ Ｄ ４２４０暗渠

内ＳＡ４２４５３２．７
裏ＳＢ４２６５３×２２．５２．４
外ＳＸ４２８５石敷制描

第||淵:’３×’’221221水溜塗
２Ｂ'ＳＢＯ６４９×４３．０２．９南北卿
次ＳＢ４７０４９×４３．０３．１４面府

内淵:17以上×３凱ＯａＯ南獅２３．０郭ｌｌＳＢ４２９０１９×２１３．０’３．０
型ｌｌＳＡ４７８２１４１３．０

第４表第29.33.36.37.38次調査発見遺機

ＳＢ４８３０１１２×３１２．９１３．０１南卿

ＳＡ４６８６４‐’３０

4５

ＣｌＳＢ３５５０１５×２１３．０１２Ｒ ＳＢ４６８０１５×２１３．０１３０

ＳＡ４６８３１４１３．０

表I|･'の時期区分Ａ・Ｂ．Ｃは、同一地区での

相対的な序列であって、各地区に共通したも

のではない。また柱間求法は概数値を示す。

ＳＡ４６Ｒ４４１２．９
ＳＥ４２５０ 井戸

適職｜織間|,糾鶏|伽考

橘

ＳＢ４７０５７×４３．０３．０北附ｊ

ＳＢ４７１２３×２２．９２．９

ＳＡ４７６０２１以上３.Ｏ

ＳＡ476122以上３.Ｏ

ＳＢ47707？×２３．０２．７

ＳＢ４７９０７×２２．４３－０
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ＳＡ５２７０

ＳＤ５２７５

ＳＤ５２８０

ＳＢ５３００

ＳＥ５３２０

ＳＡ５２６０

ＳＢ５２９０

ＳＢ５３１０

ＳＸ５３３０

ＳＡ５３４０

34以上

１０以上×４

36以上

４×２

８×３

１３以上
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